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株式会社デリカ 環境経営レポート

はじめに
当社は2020年11月1日に環境マネジメントシステムを立ち上げました。このシステム
では当社の事業年度に合わせ、11月1日から10月31日までをひとつの区切りとして
いますが、初年度のみ2020年11月1日から2021年1月31日までの3か月間をひと
つの区切りとしています。
この｢環境活動レポート｣は、環境マネジメントシステムを立ち上げてからの3か月間を
対象にまとめました。

-2-
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１．事業活動の概要と環境活動実施体制

○事業所名 :株式会社デリカ

○事業活動の内容
・農業用作業機械（インプル）の開発，製造
・トラクタ部品の製造
・大型洗車機フレームの製造

○事業規模
・資本金 :95,000千円
・従業員数 :155人
・生産拠点 :本社工場(松本市)，第二工場(松本市)
・営業所 :岡山営業所(津山市)，栃木営業所(栃木市)，熊本営業所(熊本市)，

秋田出張所(秋田市)，宮城出張所(大崎市)

○対象範囲（認証・登録範囲）
全組織における活動を対象としています

○所在地 :390-1242⾧野県松本市和田5511-11
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○環境活動推進体制図
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２．環境経営方針
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３．環境目標及び環境活動計画とその達成状況

○環境目標
当社事業年度の67期を基準年として次の環境目標を設定しました。

環境指標(単位)

基準年実績 目標値

67期 69期 70期 71期
(2018/11 (2020/11 (2021/11 (2022/11

-2019/10) -2021/10) -2022/10) -2023/10)
CO₂排出量(kg-CO₂) 944,703 935,256(-1%) 925,809(-2%) 916,362(-3%)

電力(MWh) 1,253 1,240(-1%) 1,228(-2%) 1,215(-3%)
LPG使用量(kg) 65,812 65,154(-1%) 64,496(-2%) 63,838(-3%)

軽油使用量(L) 40,598 40,192(-1%) 39,786(-2%) 39,380(-3%)
ｶﾞｿﾘﾝ使用量(L) 29,224 28,932(-1%) 28,640(-2%) 28,347(-3%)

産業廃棄物(kg) 62,720 62,720(維持) 61,466(-2%) 60,211(-4%)
一般廃棄物(kg) 22,800 22,344(-2%) 21,888(-4%) 21,432(-6%)

水使用量(m3) 5,504 5,504(維持) 5,504(維持) 5,504(維持)
灯油使用量(L) 3,330 3,330(維持) 3,330(維持) 3,330(維持)

循環型有機農業
支援機器拡販 93.6% 100% 100% 100%

(販売計画達成率％)
PRTR化学物質使用 Ü 定期監視1回 定期監視1回 定期監視1回

量定期監視(1回/年)
法令順守率(%) Ü 100% 100% 100%

EMSの構築・維持 Ü ｴｺｱｸｼｮﾝ21取得 ←認証維持 ←認証維持
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○環境活動計画と取組の結果

各項目について実施項目を決め、年間の活動計画を立て、計画どおりに推進しています。

項目 目標値 実施項目 取り組み結果 評価

電力(MWh) 1,240(-1%) (1)ﾄｲﾚ照明節電促進 (1)消灯呼びかけｽﾃｯｶｰを作成し貼り付け 計画通り

(2)ｴｱｺﾝ使用適正化 (2)ｴｱｺﾝ使用基準(期間､設定温度等)を掲示 ↑

(3)ﾎﾞｰﾙ盤不使用時ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ停止 (3)ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ停止呼びかけｽﾃｯｶｰを作成し貼り付け ↑

(4)手組み用ﾓｰﾀ稼働時間最適化 (4)検討中 ↑

(5)ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ運転効率化（ｴｱもれ修理） (5)工場内ｴｱ漏れ箇所を随時修理 ↑

(6)電力量の監視，集計 (6)1回/月 電力量集計 ↑

(7)塗装工程電力量の現状把握 (7)1回/月 電力量集計 ↑

LPG使用量(kg) 65,154(-1%) (1)事務所冷暖房効率化 (1)ｴｱｺﾝ使用基準(期間､設定温度等)を掲示 ↑

(2)工場遠赤暖房効率化 (2)遠赤暖房使用基準(期間､設定温度等)を掲示 ↑

(3)LPｶﾞｽ購入量の監視，集計 (3)1回/月 LPｶﾞｽ購入量集計 ↑

軽油使用量(L) 40,192(-1%) (1)ｴｺ運転促進 (1)ｴｺ運転呼びかけｽﾃｯｶｰを作成し貼り付け ↑

ｶﾞｿﾘﾝ使用量(L) 28,932(-1%) (2)軽油，ｶﾞｿﾘﾝ購入量の監視，集計 (2)1回/月 経由・ｶﾞｿﾘﾝ購入量集計 ↑

産業廃棄物(kg) 62,720(維持) (1)再利用促進 (1)検討中 ↑

(2)産業廃棄物排出量の監視，集計 (2)1回/月 産業廃棄物排出量集計 ↑

一般廃棄物(kg) 22,344(-2%) (1)分別の徹底 (1)分別呼びかけｽﾃｯｶｰを作成し貼り付け ↑

(2)一般廃棄物排出量の監視，集計 (2)1回/月 一般廃棄物排出量集計 ↑

水使用量(m3) 5,504(維持) (1)節水の徹底 (1)節水呼びかけｽﾃｯｶｰを作成し貼り付け ↑

(2)水使用量の監視，集計 (2)1回/月 水使用量集計 ↑

灯油使用量(L) 3,330(維持) （今期活動なし） ― ↑

循環型有機農業支援
機器拡販(販売計画
達成率％)

100% (1)QMSによる推進結果確認 (1)1回/月 販売計画達成率集計 ↑

PRTR化学物質使用 定期監視1回 (1)新規化学物質の採用有無確認 (1)2021/10月末集計予定 ↑

量定期監視(1回/年) (2)環境負荷自己ﾁｪｯｸｼｰﾄ更新 (2)↑ ↑

法令順守率(%) 100% (1)環境関連法規制順守評価 (1)環境関連法規制遵守評価実施 ↑

(2)切粉台車の漏洩防止 (2)切粉台車の漏洩防止実施 ↑

(3)廃棄物中間・最終処理業者現場確認 (3)現場確認計画中 ↑

EMSの構築・維持 ｴｺｱｸｼｮﾝ21 (1)EMSの全社員周知 (1)全社朝礼，掲示板，回覧にて周知 ↑

取得 (2)環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ-内部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ (2)社内会議に参加し報告、情報共有 ↑

(2)'環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ-外部からの苦情、要望 (2)'社内会議に参加し情報収集 ↑

(3)環境ﾚﾎﾟｰﾄ作成 (3)環境ﾚﾎﾟｰﾄ作成 ↑

(4)緊急事態訓練 (4)2020/11月緊急事態訓練実施 ↑

(5)文書ﾚﾋﾞｭｰ (5)随時実施している ↑

(6)内部監査計画立案と実施 (6)内部監査計画を立案し2021/2月に実施 ↑

(7)ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾚﾋﾞｭｰ (7)2021/2月ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾚﾋﾞｭｰ実施 ↑

(8)認証審査 申込→審査→認証 (8)2021/4月審査受審予定 ↑
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○環境目標の達成状況と今後の取り組み

※電力のCO₂排出係数
・本社工場・第二工場 ：0.452kg-CO₂/kWh(中部電力㈱・調整後・2018年度)
・岡山営業所 ：0.585kg-CO₂/kWh(中国電力㈱・調整後・2019年度)
・熊本営業所 ：0.371kg-CO₂/kWh(九州電力㈱・調整後・2019年度)

目標値 2020/11月～ 評価 課題・今後の取り組み

項目 年間 2021/1月時点 2021/1月実績

CO₂排出量(kg-CO₂) 935,256(-1%) 233,814 273,208 ×
第二工場立ち上げと増産による電力増加でCO₂も増。
今後も排出量を把握し来期に目標値を再検討する。

電力(MWh) 1,240(-1%) 310 377.5 × 同上

LPG使用量(kg) 65,154(-1%) 19,883 19,487 ○ 年間目標達成に向けエアコンの適切使用を継続

軽油使用量(L) 40,192(-1%) 7,208 8,537 × 社用車の増加があった。今後も使用量を把握し

ｶﾞｿﾘﾝ使用量(L) 28,932(-1%) 6,251 7,191 × 来期に目標値を再検討する。

産業廃棄物(kg) 62,720(維持) 12,820 26,605 ×
第二工場立ち上げ・移管(12月～1月)に多量の廃棄物
が発生。廃棄物量を引き続き集計し来期に目標値を再
検討する。

一般廃棄物(kg) 22,344(-2%) 5,586 2,792 ○
事業ごみ（プラ）や資源ごみの分類徹底により大きく削
減できた。引き続き廃棄物量を把握し来期に目標値を
再検討する。

水使用量(m3) 5,504(維持) 1,396 1,406 ○
今期の取り組みを継続し、手洗い時の節水を呼び掛け
る

灯油使用量(L) 3,330(維持) 1,590 2,130 × 今後も使用量を把握し年間での増減を確認する。

循環型有機農業支援機器
拡販(販売計画達成率％)

100% 100% 118% ○ 年間目標達成に向け今期の拡販の取り組みを継続

PRTR化学物質使用 定期監視1回 ― ― ―
期末にPRTR化学物質の今期の使用量を調査する

量定期監視(1回/年)

法令順守率(%) 100% 100% 100% ○ 今後も法令順守を継続する

EMSの構築・維持 ｴｺｱｸｼｮﾝ21取得 ― ― ―
エコアクション２１登録審査を受審し認証取得と継続的
改善を行う

-8-



株式会社デリカ 環境経営レポート

４．環境関連法規等の遵守状況、違反・訴訟等の有無
当社の事業活動に関連する主な環境関連法規等は下記のとおりです。
2021年2月2日、遵守状況の確認を行い、下記の通り違反はありません。
過去３年間に関係当局からの違反等の指摘および利害関係者からの訴訟はありません。
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５．代表者による全体の評価と見直し、指示（マネジメントレビュー）
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＜全体の評価＞
◇環境活動計画
・実施状況と結果は計画どおりに実施している
◇環境目標の達成状況
・CO₂排出量が目標未達。第二工場の立ち上げ（拠点追加）という大きな変化があり、電力が増えて
いる。今期増産傾向にあることも電力増の要因になっている。
・灯油の使用量が増加している。引き続き使用量を集計して現状把握する。
・廃棄物量は産業廃棄物が目標を大幅に超えている。第二工場の立ち上げ、本社工場の工程再編を
今期行ったため、産業廃棄物が一時的に多く発生した。
一般廃棄物は大幅に減少しており、分別が徹底された効果が出ている。

◇環境関連法規遵守状況
・環境関連法規の遵守評価結果、違反はなく遵守している。
◇外部からの環境に関する苦情や要望
・これまでに外部からの環境に関する苦情や要望はない
◇内部監査結果
・2021年2月に内部監査を行い、環境マネジメントシステムが有効に機能していることを確認した。

＜見直し・指示＞
◇環境方針 :変更の必要なし。SDGsの達成にむけた取り組みを積極的に行う。
◇環境目標及び活動計画 :第二工場立ち上げ、本社工場の工程再編という変化があった。

今期は確実なデータ収集を継続し、その結果をふまえ来期は新たな目標と
計画をたてる必要がある。

◇実施体制 :変更の必要なし 2021年2月25日
代表取締役社⾧
金子孝彦
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6．環境活動への取り組み事例の紹介
(1)全社員に向けた環境教育を、2020年11月の環境活動開始に合わせ全社朝礼で行いました。
当社の環境への負荷の自己チェックの結果を分析、見える化し、エコアクヨン２１の概要とともに
資料化し教育を行いました。

<教育資料（抜粋）＞
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6．環境活動への取り組み事例の紹介

(2) 環境への取り組みを全社員に周知、啓発
するためにステッカーを作成し、社内のごみ箱
や照明スイッチ、社用車等に掲示しました

<作成したステッカー＞

(3) 環境に関する特定業務の教育資料を作成
し、対象従事者に回覧して教育を行いました。
教育資料は特に「シンプルなこと」「判りやすいこと」
に重点を置き、対象従事者の教育受講の負担
を最大限に減らしました。
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7．ＳＤＧｓへの取り組み

株式会社デリカは、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。
地球環境の保全・汚染の予防が世界共通の最重要課題であることを深く認識し、
有機農業を応援・推進する活動を通じて、可能な限り地球環境の維持・向上に
全員参加で努めてまいります。
SDGs の達成に向け、事業を通じて世界共通の課題解決に取り組み、
持続可能な社会の実現を目指します。
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